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一
、    

日　
時　
５
月
⓱
日
㈯　
午
前
９
時 

開
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
受
付
８
時
30
分
～
）

二
、
場　
所　
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室

三
、   

対
象
者　
町
内
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
で
男
女
は
問
わ
ず
。

四
、    

種　
目　
個
人
戦
の
み
（
午
前
３
試
合
で
終
了
）

　

①
大
会
は
町
シ
ニ
ア
連
大
会
ル
ー
ル
で
行
い
、
そ
の
他
必

要 　
　

な
事
項
に
つ
い
て
は
、
当
日
説
明
し
ま
す
。

　

②
表
彰
は
１
位
～
10
位
迄
と
、
飛
び
賞
・
ブ
ー
ビ
ー
賞
で

　
　

す
。
ま
た
、
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

③
昼
食
は
、
事
務
局
で
用
意
し
、
持
ち
帰
り

4

4

4

4

と
し
ま
す
。

一
、
日　
時　
5
月
⓮
日
㈬ 

⓾
時
～
⓬
時

二
、
場　
所　
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　
集
会
室
2

三
、
内　
容　
手
づ
く
り
雑
巾
の
縫
製

四
、
材
料
等　

材
料
・
道
具
は
女
性
部
で
準
備
し
ま
す
。

五　

申　

込　

両  

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

窓
口
ま
で

六
、
申
込
締
切　

５
月
７
日
㈬　

※
単
位
ク
ラ
ブ
女
性
会
員
の
皆
様
は
〝
女
性
部
会
員
〟
と

　

な
り
ま
す
の
で
、
多
数
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
雑
巾
縫
製
奉
仕
活
動
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
シ
ニ
ア
連 

女
性
部

　

令
和
６
年
度
町
老
連
総
会
は
、
４
月
㉖
日
㈯ 

午
前
⓾
時

よ
り
、
単
位
ク
ラ
ブ
・
専
門
部
・
委
員
会
等
の
会
員
百
十
一

名
が
参
集
し
、
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
案
件
は
次
項
の
５
件
で
す
。

 

⑴ 

令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
に
つ
い
て

　
　

事
業
報
告
・
収
支
決
算
…
（
承
認
）

 

⑵ 

令
和
７
年
度
事
業
計
画

・
収
支　

　
　
予
算

に
つ
い
て

　
　

総
額
三
百
九
万
二
千
円
（
承
認
）

 

⑶ 

役
員
一
部
改
選
に
つ
い
て

　

今
年
は
改
選
年
で
は
な
い
の
で
、
任
期

は
令
和
８
年
３
月
㉛
日
迄
と
な
り
ま
す
。

 

⑷ 

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
名
称
変
更
に
つ
い
て

　

全
国
的
に
〝
老
人
ク
ラ
ブ

6

6

6

6

6

〟
と
い
う
名
称
が
不
人
気
で
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
加
入
を
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇

す
る
方
々
も
多
い
こ
と
か
ら
、

名
称
を
〝
藤
崎
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

9

9

9

9

9

9

連
合
会
〟
に
変
更
し
た
。

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
青
森
県
老
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

も
今
年
度
中
に
「
○
○
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
と
改
名
す

る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

令
和
６
年
度
総
会
は
３
月
㉕
日
㈫
⓾
時 

藤
崎
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
参
加
者
㉒
名
、
来
賓
と
し
て
舘
山
新
一
老
連
会

長
が
出
席
し
て
開
催
し
た
。

物
故
者
へ
の
黙
祷
が
あ
り
、
続
い
て
佐
藤
佳
丘
子
会
長
の

挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
議
事
に
入
り

令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
を
審
議
し
承
認
。

令
和
７
年
度
事
業
計
画　

・
令
和
７
年
度
収
支
予
算　

が
提

案
審
議
さ
れ
、
予
算
総
額
㉙
万
７
千
２
０
７
円
を
承
認
し
た
。

最
後
の
議
題
は
役
員
改
選
で
、
次
表
の
通
り
決
定
し
た
。

⑴令和６年度収支決算額
収 入 済 額 2,569,138
支 出 済 額 2,371,768

次年度繰越額 197,370 7年度へ繰越

　

今
回
は
紙
面
の
関
係
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
掲
載
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
案
件
は
全
て
原
案
提
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

令
和
６
年
度
定
例
総
会
は
、
役
員
改
選
年
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
舘
山
新
一
会
長
並
び
に
𠮷
田
兼
男
監
事
の
健
康
上
の

理
由
か
ら
会
務
に
支
障
が
生
ず
る
恐
れ
が
あ
り
、
役
員
は
現

役
員
を
主
体
に
小
幅

な
異
動
に
と
ど
め
ま

し
た
。

ま
た
、
令
和
６
年

度
収
支
決
算
と
令
和

７
年
度
予
算
案
は
全

て
決
定
承
認
さ
れ
、

シ
ニ
ア
連
行
事
は
順

次
５
月
よ
り
実
施
さ

れ
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
次
号

以
降
の
【
白
寿
】
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◉
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
と

中
南
地
域 

総
合
相
談
窓
口
の
役
割
紹
介

　

社
協 

生
活
支
援
課　

長
尾　

典み
ち

子
氏

⑴
対   

象  

者 

日
常
生
活
に
何
か
し
ら
の
困
り
事　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

の
あ
る
方

⑵
支
援
内
容　

　
　
　
　
　
　

①
相
談
支
援
、
就
労
支
援
、
家
計
支
援

　
　
　
　
　
　

②
伴
走
支
援
、
寄
り
添
い
支
援
な
ど
。

⑶
連
絡
先　

☎ 

�
ー
8
6
3
7　

℻ 

�
ー
6
8
9
9

◉
藤
崎
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員　
大
和
田
賢
吾
氏

　
　
　

目
的　

①
藤
崎
産
品
の
P
R

②
暮
ら
し
観
光
で
誘
客

③
子
供
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
同
隊
員　
工
藤　
光
氏

①
こ
の
町
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
子
育
て

②
木
挽
町
町
内
会
で
一
世
代
交
流

③
子
育
て
支
援
の
充
実

④
お
下
が
り
交
換
会
実
施

⑤
ヨ
サ
コ
イ
チ
ー
ム
の
誘
致
な
ど

 

⑸ 

事
務
及
び
会
計
の
業
務
に
つ
い
て

　

町
老
連
の
事
務
及
び
会
計
事
務
全
般
を
業
務
委

託
し
て
業
務
全
般
を
確
立
し
、
円
滑
か
つ
効
率
的

に
会
の
運
営
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
。

業
務
は
田
中
敏
春
氏
に
承
認
決
定
し
た
。

議
事
が
終
わ
り
、
舘
山
新
一
老
連
会
長
の
来
賓
挨
拶
の
中
で

老
連
の
名
称
変
更
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。
（
老
連
総
会
参
照
）

最
後
は
社
協
職
員
の
成
田
朋
之
氏
に
よ
る
「
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
」
の
活
性
化
に
つ
い
て
講
話
が
あ
っ
た
。
内
容
は
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
の
減
少
が
著
し
く
単

位
ク
ラ
ブ
数
の
減
少
と
活
動
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
現
状
に
つ

い
て
話
さ
れ
、
活
性
化
及
び
会

員
増
強
活
動
が
必
要
で
あ
る
こ

と
。
具
体
例
と
し
て
、
東
京
目

黒
区
東
根
会
・
岩
手
県
普
代
村

な
ど
の
活
動
を
資
料
提
供
し
て

く
れ
た
。

5  月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 木 囲碁・将棋部 12:30

2 金 老連役員会 10:00
G ゴルフ部総会 10:00

3 土 憲法記念の日
4 日 国民の休日
5 月 こどもの日
6 火 振替休日
７ 水
8 木 囲碁・将棋部 12:30
9 金

10 土 レクダンス部 _ 9:30
日本舞踊部 13:00

11 日

12 月 生け花部 10:30
芸能部 12:00

13 火 囲碁・将棋部 12:30

14 水 女性部（雑巾縫製奉仕）     9;30
茶道部 13:00

15 木 囲碁・将棋部 12:30
16 金

17 土 老連トランプ大会    9:00
レクダンス部 _ 9:30

18 日

19 月 芸能部 12:00
広報委員会 13:30

20 火 囲碁・将棋部 12:30
21 水
22 木 囲碁・将棋部 12:30
23 金
24 土 レクダンス部 _ 9:30
25 日

26 月 生け花部 10:30
芸能部 12:00

27 火 囲碁・将棋部 12:30
28 水 茶道部 13:00
29 木 囲碁・将棋部 12:30
30 金 【白寿】配布日 16時以降

31 土 レクダンス部 _ 9:30
日本舞踊部 13:00

春
季
ト
ラ
ン
プ
大
会
の
お
知
ら
せ
（
再
掲
）

　
令
和
６
年
度
町
老
連
総
会   

町
シ
ニ
ア
連
女
性
部 

総
会

　
藤
崎
町
老
連   

新
旧
役
員

会　
長

舘
山　
新
一

退
任

山
内
誠
一
郎

新

副
会
長

山
内
誠
一
郎

退
任

加
福　
哲
三

新

監　
事

𠮷
田　
兼
男

退
任

髙
木　
洋
一

新

     

藤
崎
町
シ
ニ
ア
連 

新
役
員
（
任
期 

令
和
７
年
4
月
1
日
～
8
年
3
月
㉛
日
）

会　
長

山
内
誠
一
郎
（
徳
下
徳
寿
会
）

新
任

副
会
長

木
村
美
智
子
（
西
豊
田
豊
寿
会
）

神　
　
昭
子
（
俵
舛
下
俵
舛
長
寿
会
）

加
福　
哲
三
（
東
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

新
任

監　
事

佐
々
木
了
子
（
矢
沢
長
寿
会
）

髙
木　
洋
一
（
榊
壮
寿
会
）

新
任

広
報
委
員
長

大
川　
雄
弘
（
西
豊
田
豊
寿
会
）

若
手
委
員
長

加
福　
哲
三
（
東
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

副
会
長
兼
務

女
性
部
長
佐
藤
佳
丘
子
（
仲
町
登
喜
和
会　
）

顧　
問

髙
木　
　
尚
（
元
老
連
会
長
）

永
山　
隆
造
（
元
と
き
わ
会
病
院
長
長
）

佐
藤　
　
透
（
佐
藤
歯
科
医
院
長
）

舘
山　
新
一
（
前
老
連
会
長
）

藤
崎
町
シ
ニ
ア
連
女
性
部
役
員　
（
任
期 

令
和
７
年
4
月
～
9
年
3
月
）

部　
長
佐
藤
佳
丘
子
（
仲
町
）

理　
事
境　
則
子
（
西
豊
田
）

副
部
長
佐
藤　
緑　
（
中
野
目
）

工
藤　
祐
子
（
み
つ
や
）

福
田　
夏
子
（
表
町
）

監　
事
佐
藤
キ
ク
ヱ
（
久
井
名
舘
）

理　
事

三
上
美
津
子
（
矢
沢
）

新
谷　
カ
ツ
（
西
中
野
目
）

佐
藤　
ツ
エ
（
西
中
野
目
）

会　
計
清
野
チ
ル
子
（
矢
沢
）

成
田　
隆
子
（
矢
沢
）

事
務
局
水
谷　
玲
子
（
榊
）

館
山　
鏡
子
（
表
町
）

榊　
　
佳
子
（
常
盤
）

総会風景

久しぶりの懇親会風景

ご出席頂いた来賓の方々
　右側　平田博幸　藤崎町長　
　中央　奈良完治　町議会議長　
　左側　山内　敏　社会福祉協議会長
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常
盤
農
村
公
園
内
の
石
碑
五
基
の
内
、
先
月
号
で
三
基
を

記
し
た
の
で
そ
の
続
き
。
行
儀
よ
く
並
ん
だ
四
基
の
一
番

左
側
に
高
九
〇
セ
ン
チ
に
幅
一
二
〇
セ
ン
チ
の
台
座
に
高

一
七
〇
セ
ン
チ
に
幅
八
〇
セ
ン
チ
の
長
方
形
の
立
派
な
碑
が

あ
っ
た
。
正
面
に
佐
々
木
磐い

わ
ね根

翁
頌
徳
碑
と
刻
ま
れ
て
あ
っ

た
。
裏
に
「
佐
々
木
磐
根
翁
幼
名
を
平
次
郎
と
い
い
南
津
軽

郡
常
盤
村
に
生
き
る 

幼
く
し
て
其
の
才
秀
で
明
治
二
十
四

年
本
組
合
初
め
て
組
織
さ
れ
る
に
当
た
り
弱
冠
二
十
四
才
選

ば
れ
て
組
合
会
議
員
と
な
り 

爾
来
終
始
一
貫
そ
の
職
に
在

り
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
退
職
す
る
に
至
る
ま
で
寮
に
六
十

年
そ
の
生
涯
を
あ
げ
て
組
合
各
般
の
要
務
に
参
画
し
不
断
の

努
力
と
熱
意
を
そ
そ
が
れ
た
る
功
績
淘
に
大
で
あ
る

岩
木
の
秀
峯
を
雲
の
彼
方
に
望
み
浅
瀬
石
の
清
流
を
俯
瞰

す
る
こ
の
地
に
こ
の
碑
を
建
て
茲
に
翁
の
徳
を
永
く
後
世
に

傅
へ
る
。
昭
和
二
十
四
年
九
月
、
小
阿
弥
堰
普
通
水
利
組
合
、

管
理
者
光
田
寺
村
長
、
福
原
彦
三
郎
（
以
下
、
常
盤
村
関
係

者
の
み
他
市
町
村
略
）

常
設
委
員
、
高
木
徹
郎
、
議
員
浅
利
崇
、
三
浦
多
七
郎
、

佐
々
木
佐
九
馬
、
鎌
田
武
英
、
横
山
喜
代
造
、
水
谷
徳
次
郎
、

高
木
重
兵
衛
、
対
馬
留
吉
、
山
内
久
喜
雄
」
と
名
前
が
並
ん

で
い
た
。

こ
の
石
碑
は
黒
石
市
袋
井
一
丁
目
の
浅
瀬
石
川
土
地
改
良

区
事
務
所
敷
地
内
（
旧
小
阿
弥
堰
土
地
改
良
事
務
所
）
に

あ
っ
た
も
の
を
小
阿
弥
堰
土
地
改
艮
事
務
所
が
合
併
し
て
浅

瀬
石
川
土
地
改
良
と
な
っ
た
の
で
こ
こ
へ
移
転
し
た
の
だ
そ

う
で
あ
る
。
次
の
一
基
は
村
内
に
数
あ
る
石
碑
で
は
一
番
大

き
く
梯は

し
ご子

が
な
い
の
で
計
れ
な
か
っ
た
が
土
台
は
幅
三
〇
〇

セ
ン
チ
に
横
二
七
〇
セ
ン
チ
、
そ
の
上
の
土
台
の
幅
二
一
〇

セ
ン
チ
、
そ
の
ま
た
上
の
幅
が
一
八
〇
セ
ン
チ
と
五
段
の
上

に
座
り
、
そ
れ
が
高
台
に
あ
る
の
で
な
お
高
く
感
ず
る
。
一

番
上
に
右
か
ら
読
ん
で
殉
国
の
字
を
く
ず
し
た
の
で
は
と
思

わ
れ
、
私
に
は
読
め
な
い
字
が
き
ざ
ま
れ
て
あ
る
。
村
民
は

忠
魂
碑
と
呼
ん
で
い
る
が
、
復
元
並
に
移
転
関
係
の
記
録
看

板
に
は
殉
国
碑
ま
た
忠
霊
奉
賛
会
と
も
あ
る
。
土
台
の
四
方
、

碑
の
表
裏
に
は
約
三
〇
〇
人
位
の
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

紙
数
の
関
係
で
笹
森
順
造
、
古
川
三
雄
以
外
の
名
前
を
略
す

が
、
右
上
か
ら
西
南
の
役
、
日
清
の
役
、
日
露
の
役
、
北
支

及
び
中
支
、
比
島
及
び
ア
ッ
ツ
島
方
面
、
南
方
方
面
、
満
州

方
面
、
内
地
方
面
と
あ
り
、
こ
の
内
地
の
中
に
紅
一
点 

駒

五
十
嵐
か
つ　

蟻
も
来
て
宴
の
筵
佳
境
な
り

鳴
海　
艸
人　

　
五
月
晴
れ
孫
ら
の
会
話
速
射
砲

木
崎　
道
子　

　
葉
桜
の
連
休
孫
の
初
帰
省

舘
山　
新
一　

　
青
空
へ
蒲
公
英
の
綿
吹
き
渡
る

清
水
稼
志
男　

　
塗
り
変
え
た
ベ
ン
チ
で
休
む
花
見
か
な

「
前
も
あ
っ
た
か
？
」　

                      

佐
藤　

透　

3
月
㉓
・
㉔
日
は
テ
レ
ビ
の
前
で
と
て
も
忙
し
か
っ
た
。

前
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

ま
ず
は
大
相
撲
で
あ
る
。

応
援
し
て
い
る
〝
高
安
〟
だ
が
、
新
進
気
鋭
の
若
い
〝
大

の
里
〟
に
負
け
た
。
一
度
位
い
は
優
勝
さ
せ
て
あ
げ
た
か
っ

た
が
、
残
念
で
あ
る
。
こ
れ
も
実
力
の
世
界
な
の
で
仕
方
の

な
い
事
で
あ
る
が
、
一
緒
に
観
戦
し
て
い
た
方
が
曰
く
、
少

し
ナ
ー
バ
ス
（
＝
神
経
質
）
か
な
？

さ
て
、
次
は
競
馬
で
あ
る
。

似
た
様
な
時
間
帯
に
放
送
に
な
る
の
で
一
方
は
家
の
テ
レ

ビ
、
他
方
は
携
帯
電
話
の
放
送
で
見
て
い
た
。
忙
し
い
。
何

せ
馬
の
方
は
幾い

く
ば
く許

か
の
お
金
が
賭か

か

っ
て
い
る
の
で
、
力
の
入

り
方
は
強
い
。

今
の
時
代
は
様
々
な
形
で
情
報
が
手
に
入
る
の
で
有
難
い

の
だ
が
忙せ

わ

し
な
い
。
あ
っ
ち
見
・
こ
っ
ち
聴
き
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
が
選
抜
高
校
野
球
で
あ
る
。

こ
れ
も
同
じ
時
間
帯
に
放
送
し
て
い
る
。
放
送
終
了
後
に

新
聞
な
ど
を
見
れ
ば
良
さ
そ
う
だ
が
、
す
ぐ
に
結
果
を
知
り

た
い
と
言
う
せ
っ
か
ち
な
心
情
が
良
く
な
い
…
…
（
笑
い
）

だ
が
、
1
日
い
っ
ぱ
い
、
相
撲
に
・
競
馬
に
・
野
球
に
と

楽
し
め
て
、
週
末
と
し
て
は
良
い
一
週
間
の
締
め
く
く
り
と

し
て
満
足
し
て
い
る
。

た
だ
、
元
大
関
〝
高
安
〟
に
は
優
勝
さ
せ
て
あ
げ
た
か
っ

た
。
と
て
も
残
念
で
あ
る
。
…
…
…

ま
た
、
次
回
も
頑
張
れ
（
余
り
若
く
な
い
け
ど
!
）

井
た
ま
の
名
が
あ
っ
た
。
看
護
婦
で
あ
っ
た
の
で
は
と
解
し

た
。
夫そ

れ
ぞ
れ々

の
戦
い
で
戦
死
し
た
方
々
で
あ
ろ
う
。

遺
族
会
で
は
毎
年
八
月
十
五
日
に
慰
霊
祭
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
石
碑
、
昭
和
三
十
三
年
八
月
十
五
日
中
学
校
向
い

の
空
地
に
建
て
た
の
だ
が
、
浪
岡
町
の
土
地
で
あ
っ
た
の
で

昭
和
五
十
六
年
八
月
十
五
日
こ
の
地
へ
移
設
し
た
も
の
で
、

移
転
寄
付
金
御
芳
名
の
中
に
私
の
名
も
あ
っ
た
の
に
は
い
さ

さ
か
て
れ
く
さ
か
っ
た
。

　

≲
苦
労
の
試
練
か
ら
日
々
の
感
謝
へ　
そ
の
三
≳

私
の
空
腹
体
験
は
小
学
校
入
学
当
時
か
ら
弘
前
大
学
入
学

後
の
数
年
（
昭
和
十
六
年
か
ら
昭
和
三
十
三
年
（
1
9
4
1

年
か
ら
1
9
5
8
年
）
頃
ま
で
続
き
ま
し
た
。
日
本
中
が
空

腹
・
飢
餓
状
態
で
し
た
か
ら
、
誰
も 

恨う
ら

む
こ
と
も
出
来
な

い
の
で
す
。
戦
争
中
の
小
学
校
（
当
時
は
国
民
学
校
と
言
っ

た
）
で
は
「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
！
」
「
贅
沢
は

敵
だ
」
な
ど
の
標
語
を
児
童
に
大
声
で
言
わ
せ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
「
食
べ
物
を
欲
し
い
！
」
と
言
う
事
も
出
来
な
か
っ

た
の
で
す
。

「
食
べ
物
の
恨
み
は
恐
ろ
し
い
?
」
と
言
い
ま
す
が
、
私

は
九
十
才
に
な
っ
た
今
で
も
、
朝
ご
飯
の
薄
い
お
粥か

ゆ

や
大
根

を
刻
ん
で
入
れ
た
ご
飯
を
、
魚
屋
に
行
く
と
配
給
に
な
っ
た

サ
メ
の
頭
を
、
昼
飯
は
代
用
食
と
言
っ
て
馬ば

れ
い
し
ょ

鈴
薯
や
南か

ぼ
ち
ゃ瓜

だ

け
食
べ
た
こ
と
を
、
胡き

ゅ
う
り瓜

を
見
る
と
夏
に
泳
ぎ
に
行
っ
て
仲

間
と
河
原
近
く
の
畑
の
胡
瓜
を
盗
ん
で
食
べ
た
こ
と
を
、
不

登
校
児
の
テ
レ
ビ
を
見
る
と
弁
当
が
無
く
て
昼
飯
を
食
べ
な

い
子
が
時
ど
き
学
校
に
来
ら
れ
ず
に
「
欠
食
児
童
」
と
呼
ば

れ
た
同
級
生
達
の
こ
と
な
ど
、
子
ど
も
の
頃
の
飢
え
の
記
憶

が
何
時
も
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
食
糧
難
の
当
時
の
両
親
を
思
う
と
子
供
達
が
空
腹
で

も
食
べ
さ
せ
る
物
が
無
い
時
の
親
の
辛つ

ら

さ
を
今
に
し
て
思
う

の
で
す
。

私
は
食
事
の
た
び
に
過
去
の
飢
餓
の
暮
ら
し
を
思
い
出
し

て
、
白
い
飯
や
卵
一
つ
を
見
て
も
「
有
難
い
世
の
中
に
な
っ

た
な
ぁ
」
と
感
謝
の
気
持
ち
に
な
る
の
で
す
。
私
の
好
き
な

酒
な
ど
父
親
の
時
代
に
は
酒
の
配
給
が
次
第
に
無
く
な
り
メ

チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ん
で
死
ん
だ
人
も
多
か
っ
た
の
で
す
。

だ
か
ら
私
は
酒
を
飲
む
時
も
感
謝
の
気
持
ち
、
い
わ
ゆ
る
プ

ラ
ス
の
感
情
が
湧
い
て
き
ま
す
。
前
に
書
い
た
様
に
プ
ラ
ス

の
感
情
は
病
気
の
予
防
や
健
康
に
役
立
つ
の
で
す
。

昭
和
三
十
年
以
後
に
生
ま
れ
た
方
々
は
飢
餓
の
経
験
な
ど

知
ら
ず
今
は
飽
食
の
時
代
で
す
。
飢
え
の
記
憶
の
時
代
か
ら

約
七
十
年
過
ぎ
た
今
、
孫
達
に
「
お
誕
生
日
に
何
を
食
べ
た

い
？
」
と
聞
い
て
も
「
さ
ぁ
・
・
」
と
言
う
だ
け
で
、
何
時

も
食
べ
た
い
物
を
食
べ
て
い
る
の
で
特
に
食
べ
た
い
物
も
無

い
よ
う
で
す
。
飽
食
の
時
代
は
本
当
に
幸
せ
で
し
ょ
う
か
？

三
度
の
食
事
に
感
謝
の
気
持
ち
が
湧
か
な
い
の
で
は
必
要
な

プ
ラ
ス
の
感
情
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
（
次
号
へ
続
く
）

石
澤
清
五
郎
　

常
盤
ひ
と
り
旅
第
二
十
五
回 

◇
◇ 

俳
　
句 

◇
◇

  
老
い
を
楽
し
く

　
　
　
　
　
元
と
き
わ
会
病
院
長
　
永
山 

隆
造
　

第
十
四 

回 
 

◇
　
歯
　
な
　
し
　
の
　
話 

　
　

◇
156

戦没した方々の殉国碑 小阿弥堰水利組合記念碑 佐々木磐根翁顕彰碑

裏
面
に
は
佐
々
木
磐
根
翁
の
生
い
立
ち
と
功
績
が
書
か
れ
、

小
阿
弥
堰
水
利
組
合
関
係
者
の
名
簿
が
記
載
さ
れ
て
い
る

　
台
座
の
部
分
に
は
寄
付
者
の
氏
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
　
　


